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成果

「エアざし」の開発
近年、農作物では植物工場を利用した生産が実用化されて

います。このような植物工場的な生産技術を活用した、スギ
さし木コンテナ苗の安定的かつ効率的な生産手法の開発に向
けた研究に取り組み、さし穂全体に定期的にミスト散水する
こと等の一定の条件を整えることにより、スギさし穂から安
定して発根させることが可能になりました。このため、令和
2年5月27日に本技術に関する特許を取得しました（特許番
号：第6709449号）。この技術は、温室などの施設内におい
て、網などの支持資材を用いてさし穂全体を空気中に露出す
るように立て、定期的にミスト散水を行うことで、発根を誘
導するという非常に簡便な発根技術で、我々は通称「エアざし」
と呼んでいます（図1）。

「エアざし」の実用化に向けた取組み
エアざしを活用したスギさし木コンテナ苗生産手法を実用

化するためには、生産性やコストを加味した、生産システム
の最適化が必要となります。そこで、エアざしに適した散水
パターンを明らかにするため、さしつけ場所の環境条件に適
した散水回数や1回の散水に必要な散水量などについて検討
を行いました。まず、葉水（散水により葉の表面についた水
滴等の水分）をつけたさし穂のさしつけ後の経時的な重量変
化を調査し、さしつけ環境の温湿度条件から葉水が蒸発する
までの時間の推定方法を明らかにしました。また、サーモカ
メラを用いて散水時のさし穂の経時的な温度変化を調査する
ことによって、さし穂全体に葉水を付着させるために適した

散水時の水滴のサイズや散水時間、散水量を明らかにしまし
た。さらに、九州育種基本区の特定母樹など優良系統につい
て、エアざしでの発根率を明らかにしました（図2）。過去に
行われた苗畑での露地ざしの発根率と比較するとエアざしで
は平均発根率がおよそ1.4倍高くなり、系統の違いによる発
根率のばらつきが小さくなる傾向が確認されました。

「エアざし」の普及に向けた取組み
このような試験の結果の一部を取りまとめ、エアざしの普

及にむけて「用土を用いない空中さし木法によるスギさし木
コンテナ苗生産マニュアル」を公表しました（図3）。マニュ
アルは森林総合研究所林木育種センター九州育種場のホー
ムページからダウンロードすることが可能です（https://
www.ffpri.affrc.go.jp/kyuiku/research/syoukai/eazasi.
html）。
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「エアざし」では、土を使わず、さし穂全体を空気中に露出するように立て、一定の条件で定期的に霧状にした水をかけるこ
とによって、安定して発根させることができますが、この技術を活用したコンテナ苗生産手法を実用化するためには、生産性
やコストを加味した、生産システムの最適化が必要でした。そこで、「エアざし」での生産効率を高めるため、さしつけ環境に
適した散水パターンの推定手法を明らかにするとともに、特定母樹や花粉症対策品種の増殖において、「エアざし」を活用した
際の発根データを蓄積しました。得られた成果の一部は、コンテナ苗生産マニュアルとして取りまとめ、公開しました。

土を使わずスギを発根させる「エアざし」技術の
実用化にむけて

*森林総合研究所交付金プロジェクト
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(9) 図表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 エアざしを行っている様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 九州育種基本区の特定母樹や花粉症対策品種の発根率 
 露地ざし（橙色）とエアざし（青色）での発根率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 作成・公表したマニュアルの一部 

2.システム概略

散⽔装置

作業台の活⽤

寒冷紗実際のシステム例

① 作業台 ② 作業台に載せる板

③ 穂を⽴てる網を⽀えるブロック

④ 穂を⽴てる網
⑤ 散⽔装置

⑥ 寒冷紗（50%程度の遮光率）

① 作業台を温室、ビニールハウス内に設置する
② 作業台の天板が網⽬状の場合は板を載せる
③ 作業台（板）の上にブロックを置く
④ ブロックの上に穂を⽴てるための網を置く
※網と板との間隔は、さし穂のサイズによって適宜調節する

⑤ さし穂全体にムラなく⽔がかかるように散⽔装置を設置する
⑥ 寒冷紗等を使い50％程度の遮光をおこなう
温室の天窓等に汚れがある場合は寒冷紗を⽤いると暗暗くくななりりすすぎぎるる
ことがあるので注意する
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